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寺
創
建
の
地
に
城
廊
を
築
き
法
を
設
る
。
そ
の
後
次
第
に
隆
昌

日
大
風
、
折
か
ら
町
家
よ
り
の
出
火
に
瑞
泉
寺
は
土
蔵
一
棟
残

天
皇
御
下
賜
の
料
紙
に
勧
進
の
文
を
染
箪
し
一
宇
を
建
立
し

た
。
杉
谷
山
と
号
し
、
瑞
泉
寺
と
称
し
た
。
三
代
蓮
乗
、
瑞
泉

備
前
（
俗
称
消
右
衛
門
）
。
一
八
年
の
歳
月
を
経
て
万
治
二
年
一
四

立
せ
ん
と
志
し
、
そ
の
助
成
を
求
め
る
た
め
、明
徳
元
年
八
月
、

よ
っ
て
、

問
、
南
北
両
朝
の
確
執
に
依
る
京
洛
の
擾
乱
を
避
け
、
北
陸
に

行
脚
、
利
波
郡
野
尻
郷
に
駐
錫
せ
ら
れ
た
。
た
ま
た
ま
杉
谷
の

し
た
。
綽
如
は
炭
善
の
も
と
に
錫
を
止
め
、
草
庵
を
結
ん
で
教

化
に
つ
と
め
ら
れ
た
。
永
和
三
年
四
月
足
利
将
軍
義
満
の
招
き

と
し
て
周
円
上
人
の
号
を
賜
わ
っ
た
。
此
時
綽
如
は
、
勅
願
に

一
寺
を
越
中
国
利
波
郡
山
斐
郷
の
内
井
波
の
地
に
創

よ
っ
て
、
宮
中
に
於
て
大
無
批
寿
経
を
諧
説
せ
ら
れ
、
そ
の
宜

に
応
じ
て
上
洛
せ
ら
れ
、
後
明
徳
元
年
後
小
松
天
皇
の
御
召
に

更
に
屋
敷
替
を
加
賀
藩
に
願
い
出
、
許
可
を
得
て
現
敷
地
の
右

仮
本
堂
を
建
築
し
た
。
棟
梁
板
倉
四
郎
右
衛
門
、
貶
長
一
三
年

度
善
な
る
者
、
上
人
の
説
法
に
帰
依
し
、
吾
が
家
に
招
じ
て
遇

当
杉
谷
山
瑞
泉
寺
は

由
緒
及
び
沿
革

本
願
寺
五
世
時
芸
（
綽
如
）
永
和
年

井
波
町
文
化
財
指
定

昭和――

-0年
七
月

瑞
泉
寺
本
堂
並
び
に
太
子
堂

井

波

町

文

化

財

日

寺）。

准
秀
は

退
き
、
後
北
野
村
に
移
っ
た
（
瑞
泉
寺
六
代
証
心
の
箆
居
所
、
今
の
大
泉

郡
を
領
し
、
坊
主
大
名
と
な
る
。
二
七
カ
寺
、
坊
号
一
八
人
、

与
力
附
大
身
五
人
を
擁
し
、

た
。
七
代
佐
蓮
顕
秀
、

天
正
九
年
富
山
城
主
佐
々
成
政
に
敗

れ
、
瑞
泉
寺
は
町
家
と
共
に
こ
と
ご
と
く
兵
火
に
か
か
り
、
烏

ゅ

う

と

4
1
1
,
'

有
に
帰
し
た
。
佐
蓮
京
に
逃
れ
、
そ
の
弟
准
秀
五
ヵ
山
栃
原
に

顕
秀
の
死
後
八
代
住
職
の
印
下
を
受
け
、
天

正
一
六
年
九
月
瑞
泉
寺
の
北
野
か
ら
の
屋
敷
替
を
願
い
出
、
同

年
一

0
月
二
七
日
秀
吉
よ
り
そ
の
許
可
を
得
た
。
炭
長
元
年
藤

橋
村
竹
部
屋
敷
へ
移
り
九
間
（
約
一
六

・
三
六
メ
ー
ト
ル
）
四
面
の

側
藤
橋
村
寄
り
に
移
り
、後
更
に
左
側
松
島
寄
り
へ
拡
張
し
、炭

長
一
八
年
本
堂
を
新
屋
敷
へ
曳
き
諸
堂
の
建
築
を
完
成
し
た
。

こ
れ
よ
り
二
八
年
後
寛
永
一
八
年
大
規
模
の
堂
宇
建
築
を
計
画

し
、
同
一

九
年
三
月
鋲
始
式
を
行
な
っ
た
。
棟
梁
越
前
志
比
之

間
四
面
紫
衷
殿
造
り
の
本
堂
を
完
成
、
宝
暦
―
二
年
四
月
二
九

町
家
三
千
の
門
前
町
を
形
成
し

を
極
め
、
明
応
年
間
福
光
城
主
石
黒
氏
を
亡
ぼ
し
て
よ
り
利
波
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⑮
法
批

す
の
み
、
全
建
造
物
類
焼
し
た
。
翌
―
―
―
一
年
再
建
を
計
画
し
、

九
月
一
五
日
新
始
式
を
行
っ
た
。
棟
梁
東
本
願
寺
大
工
柴
田
理

四
面
紫
衷
殿
造
り
、
大
工
延
人
員
二
万
五
千
人
、
明
治
―

二
年
八

台
所

・
台
所
門
は
無
事
、
山
門
は
僅
か
に
背
面
重
陪
高
欄
回
り

を
こ
が
す
の
み
で
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
今
日
に
及
ぶ
。
翌
ニ
―
一
年

五
月
再
建
を
計
画
、

一
八
年
一

0
月
一
部
の
完
成
を
残
し
新
本

，ー
堂
に
仮
遷
仏
を
行
な
っ
た
。

奥
行
二
五
間
（
約
四
五
•
四
五
メ
ー
ト
ル
）
、
棟
梁
松
井
角
平
恒
信

。

木
造
総
栂
造

幅
（
軒
山
）

六
六
尺
六
寸
（
約
二
O
・

―
八
メ
ー
ト
ル
）

一
、
そ
の
他
小
脇
彫
及
び
湛
戸
彫

同

同

七

蔵

井
波
北
村
伊
一
l

一
次
郎

総
丈
五
七
尺
三
寸
（
約
一
七

・
三
六
メ
ー
ト
ル
）

四
枚
仙
人

京
都

③
所
在
地

い
品
質
形
状

―
一
年
後
安
永
三
年
五
月
二

0
日

間
ロ
ニ
ニ
間
（
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
）

．

昭
和
三
一
年
三
月
二
九
日
指
定

入
母
屋
菫
防
本
瓦
荘

一
、
後
側
同

柴
田
吉
之
函

井

波

岩

倉

理

八

井
波
町
三

0
五
0
番
杉
谷
山
瑞
泉
寺
境
内

一
、
唐
戸
側
冠
木
上
龍
二
波

か

4
る
ま
た

一
、
前
側
益
股
四
枚
仙
人

京
都
前
川
三
四
郎

い
種
類

③
名
称
及
び
数
批

瑞
泉
寺
山
門

壱
棟

山
門
彫
刻
作
者

建
造
物

今
日
に
及
ぶ
。

富
山
県
指
定
文
化
財

け
文
化
二
年
に
完
成
、
同
六
年
九
月
二
七
日
棟
上
式
を
行
な
い

2

瑞
泉
寺
山
門

一
七
年
の
歳
月
を
か

あ
っ
た
が
、
天
明
八
年
正
月
、
本
山
類
焼
再
建
の
た
め
京
都
へ

始
式
を
行
な
っ
た
。
棟
梁
は
京
都
本
願
寺
大
工
柴
田
新
八
郎
で

共
に
類
焼
し
た
。
天
明
五
年
九
月
山
門
の
再
建
を
計
画
し
、
鋲

月
一
日
瑞
泉
寺
内
よ
り
出
火
、
本
堂
・
太
子
堂
全
焼
、
式
台
門

棟
上
式
を
行
な
う
。
棟
札
乗
如
上
人
（
東
本
願
寺
十
九
代
）
一
七
間

山
門
は
万
治
二
年
本
堂
の
再
建
落
成
に
つ
い
で
元
禄
七
年
そ

右
衛
門

・
忠
右
衛
門
父
子
、

⑱
由
緒
及
び
沿
革

奥
行
（
同
）

の
再
建
を
計
画
し
、
同
一

0
年
闊
二
月
棟
上
式
を
行
な
っ
た
。

四
足
唐
門
、
棟
札
は
応
真
院
（
瑞
呆
寺
十
一
代
浪
化
上
人
）
の
染
筆
に

な
り
、
棟
梁
加
賀
国
金
沢
の
山
上
苦
右
衛
門

・
新
蔵
父
子
、
宝

胚
―
二
年
四
月
二
九
日
町
家
よ
り
の
出
火
に
本
堂

・
太
子
堂
と

引
き
返
へ
し
た
。
瑞
泉
寺
山
門
再
建
副
棟
梁
松
井
角
平
恒
徳
、

新
八
郎
の
後
を
引
き
継
ぎ
棟
梁
と
な
り
、

五
一
尺
三
寸
五
分

（
約
一
五
•
五
六
メ
ー
ト
ル
）
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同
責
任
役
員

同
信
徒
代
表

昭
和
三
一
年
三
月真

宗

大

谷

派

杉

谷

11

瑞
泉
寺
代
表
役
員
代
務
者

中

島

源

助

追
髪
を
得
て
塚
に
収
め
た
。
浪
化
は
元
禄
七
年
、
去
来
の
京
都
嵯

高

瀬

浄

泉

き
塚
文
を
書
い
た
。
後
、
翁
ゆ
か
り
の
也
蓼
法
師
よ
り
、
故
金
の

大

平

文

友

の
小
石
三
箇
を
拾
い
帰
っ
て
浄
蓮
社
の
墓
地
に
収
め
、
翁
塚
を
築

日

京
都
か
ら
の
帰
途
近
江
国
義
仲
寺
の
芭
蕉
翁
の
百
密
に
詣
で
、
周
辺

付
の
上
申
請
し
ま
す

芭
蕉
の
弟
子
瑞
泉
寺
十
一
代
浪
化
（
俳
号
）
上
人
、
元
禄
一
三
年

富
山
県
文
化
財
保
護
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
富
山
県
指

定
文
化
財
の
指
定
を
受
た
い
の
で
、
別
紙
一
件
参
考
査
料
を
涼

井
波
町
文
化
財
指
定

4
 
翁
塚

・
黒
髪
庵

番
匠
屋
佐
助

建
築
と
し
て
、
国
内
に
於
て
も
最
も
古
く
、
且
つ
真
宗
建
築
の

最
も
価
値
高
く
永
久
に
保
存
さ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
依
っ
て

代
表
茂
助
団
体

井
波
商
工
会
頭

井
波
梨
業
協
同
組
合
長

山
野
供
業
協
同
組
合
長

南
山
見
殷
業
協
同
組
合
長

富
山
県
教
育
委
員
長
木
田
喜
作
殿

昭
和
三

0
年
七
月

共
に
類
焼
、
寛
政
四
年
七
月
立
柱
式
を
行
な
っ
た
。
棟
梁
柴
田
消

右
衛
門
、
彫
刻
は
井
波
拝
領
地
大
工
北
村
七
左
衛
門
が
担
当
し
、

代
表
作
と
し
て
の
真
価
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三

0
年
七
月

築
の
研
究
賓
料
と
し
て
、
ま
ず
郷
土
の
文
化
的
所
産
と
し
て
、

狸
子
の
子
落
し
の
図
を
彫
刻
し
た
。
こ
れ
は
、
井
波
木
彫
初
期
の

総
合
作
品
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
真
宗
寺
院
建

め
た
技
術
者
が
担
当
し
、
従
っ
て
当
寺
山
門
は
、
本
格
的
真
宗

式
台
門
は
宝
暦
―
二
年
四
月
二
九
日
大
火
に
、
本
堂

・
山
門
と

回
に
亘
る
再
建
に
於
て
、
そ
の
棟
梁
は
寺
院
建
築
の
精
髄
を
修

井
波
町
文
化
財
指
定

山
門
よ
り
そ
の
建
築
年
数
に
於
て
古
く
、
し
か
も
、
当
寺
は
数

5

瑞
泉
寺
式
台
門

当
山
門
は
、
そ
の
由
緒
沿
革
に
示
す
ご
と
く
本
山
東
本
願
寺

り
申
諮
の
事
由

松

田

栄

松

同

茶

屋

甚

作

柴
田
与
四
松

同
番
匠
屋
消
兵
衛

野

村

和

作

同 同

茶

屋

文

助

清

都

正

弘
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石
を
拾
ひ
、
こ
れ
を
収
め
て
浄
蓮
社
砥
地
に
塚
を
築
き
、
元
禄
一
三

年
塚
建
立
の
由
来
を
記
す
。
後
元
禄
一
五
年
也
蓼
法
師
よ
り
翁
の

造
髪
を
得
て
、
そ
の
由
を
先
の
塚
文
に
苫
き
添
え
、
書
き
直
す
。

新
築
芭
蕉
翁
塚
文

こ
と
し
、
芭
蕉
翁
七
回
の
忌
年
に
当
り
て
、
文
月
十
二
日
魂
祭

る
折
か
ら
の
月
影
も
す
こ
ふ
藪
木
を
も
れ
て
、
実
の
入
ル
風
の

音
も
荻
の
友
ず
れ
に
た
ぐ
へ
て
、
か
た
か
た
聞
過
し
か
た
き
タ

（り）

な
李
、
妥
二
蘭
若
あ
り
、
浄
蓮
社
と
い
ひ
て
浄
土
の
一
流
を
伝

へ
、
不
断
念
仏
の
道
場
な
り
、
其
と
こ
ろ
ハ
人
里
に
遠
か
ら
ず

樹
木
少
し
隔
て
て
俗
を
は
な
れ
り
、
さ
あ
れ
ハ

、
竹
茂
り
水
流

れ
て
消
閑
お
の
つ
か
ら
境
を
得
た
り
、
日
比
風
狂
の
輩
往
か
よ

浪
化
上
人
は
、
近
江
義
仲
寺
芭
蕉
翁
の
塚
に
詣
で
、
周
辺
の
小

し
つ
ら
ひ
ハ
旅
の
や
う
な
り
魂
祭

浪
化
謹
四

れ
ハ
そ
の
ま
た
き
塚
の
石
な
り
、
何
ソ
そ
霊
な
か
ら
む
、
し
か

い
ら
い

れ
は
、
翁
の
神
い
ま
す
か
、
こ
と
し
こ
れ
よ
り
已
来
、
此
翁
の

し
た
わ

流
を
慕
む
輩
は
、
か
な
ら
す
此
塚
の
前
に
し
て
風
雅
の
至
誠
を

求
む
べ
き
も
の
な
り

の
物
と
な
し
つ
る
の
ミ

（
以
上
元
禄

一
三
年
の
塚
文
）

（
以
下
元
禄

一
五
年
也
き
添
え
て
改
め
て
菖
き
記
す
）

（

浪

化

撰

俳

む

）

（

元

禄

一
五
年
）

此
塚
な
り
て
後
、
そ
こ
の
花
の
選
も
と
け
つ
る
に
、
壬
午
の
冬

ら

の
こ
ろ
、
土
芳
等
か
文
の
お
と
つ
れ
に
、
故
翁
の
内
縁
た
る
也

蓼
法
師
の
厚
志
に
よ
り
て
黒
髪
を
お
く
れ
り
、
速
に
坦
廷
を
ひ

9
や
ま
い
つ
つ
し
み
て

ら
き
、
敬
謹
而
ま
た
収
む
、
い
よ
い
よ
神
霊
の
高
徳
を
仰
に
た

れ
り
、
睾
法
師
か
文
も
浅
か
ら
ざ
る
も
の
な
れ
は
、
倶
に
石
中

井
波
町
文
化
財
指
定

年
翁
塚
を
此
の
庵
境
内
へ
移
し
、
茶
室

・
台
所
を
増
築
し
た
。

新
築
芭
蕉
翁
之
塚
文昭

和
三

0
年
七
月

我
聞
ヶ
リ
、
樹
石
ミ
な
そ
の
神
あ
り
、
ま
し
て
い
は
ん
や
、
こ

5
 

二
軸

て
4

拾
ひ
取
来
り
し
所
の
も
の
也

此
小
石
ハ
今
年
六
月
、
予
回
郷
の
硼
木
曽
塚
の
翁
の
廟
に
詣

る
。
後
こ
の
庵
は
焼
し
た
が
、
白
夜
の
志
を
継
ぎ
再
興
、
嘉
永
七

翁
の
碑
下
の
小
石
三
片
を
収
む

し
て
創
立
、
北
越
俳
人
の
浄
財
寄
進
を
得
て
翁
の
霊
牌
を
安
四
す

石
を
運
ひ
て
、
方
三
尺
の
一
基
を
経
営
す
、
中

ニ
ハ
義
仲
寺
故

に
あ
い
追
慕
の
あ
ま
り
こ
の
挙
に
及
ん
だ
。
此
塚
、
義
仲
寺
翁
塚

（
一
八
一

0
)

に
次
ぐ
本
邦
第
一
の
塚
。
黒
髪
庵
は
、
文
化
七
年
涵
白
夜
が
発
起

峨
の
落
柿
舎
で
翁
と
対
面
、
門
人
の
か
た
め
を
し
た
。
翁
の
死
去

ひ
て
、
吟
花
喋
月
の
雅
筵
お
こ
た
る
こ
と
な
し
、
兼
て
此
寺
に

•
3ぺ
り
ん
こ
う
し

翁
の
墳
墓
を
築
か
む
事
を
つ
ぶ
や
き
侍
る
林
紅
子
、
ま
め
や
か

ぬ
き

に
志
を
抽
ソ
て
、
庵
主
と
そ
の
基
地
を
え
ら
ひ
、
手
つ
か
ら
土
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を
切
り
抜
け
る
た
め
寺
院
の
周
囲
に
塁
濠
を
め
ぐ
ら
し
、

を
築
く
。
文
明
一
六
年
福
光
城
主
石
黒
右
近
光
義
と
戦
い
、

と
伝
え
る
。

と
な
っ
た
。

井
放
城
南
北
白
―

10
間
（
約
三
八
メ
ー
トル
）
・
東
西

伐
の
先
鉾
を
つ
と
め
た
前
田
利
長
の
領
と
な
り
、
卦
波
城
は
廃
城

当
り
、
成
政
、
呉
服
山
の
秀
吉
の
陣
に
降
伏
し
、
価
波
郡
は
越
中
征

る
に
至
っ
た
。
村
人
、
泰
澄
に
八
女
乙
山
珀
の
風
穴
よ
り
年
々
吹

に
迎
台
卜
J

・
東
城
卦

・
泊
玄
守

・
閑
乗
芍

・
観
音
ゴ
寸
な
ど
を
擁
す

昭
和
三
六
年
六
Jj
―
四

U

8
 

を
征
め
る
。
七
代
顕
秀
こ
れ
と
戦
っ
た
か
敗
れ
、
堂
宇
は
町
家
三
千

城

廊
こ
れ

を
山
田
川
原
（
田
屋
）
に
於
て
亡
ぼ
す
。
こ
れ
よ
り
瑞
泉
寺
砺
波
郡

を
領
し
、
坊
上
大
名
と
な
り
、
加
越
能
三
七
〇
カ
寺
を
支
配
し
た
。

（
一
五
八
一
）

天
正
九
年
富
山
城
主
佐
々
成
政
、
織
田
信
長
の
乞
に
よ
り
瑞
泉
寺

削
と
共
に
兵
火
に
罹
る
。
そ
の
後
佐
々
の
部
将
前
野
小
兵
衛
、井
波

城
を
守
備
し
て
い
た
が
、
天
正
＝
＝
一
年
、
豊
臣
秀
吉
越
中
征
伐
に

六

0
間
（
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）

・
外
濠

ill四
間
（
約
七

・
ニ
七
メ
ー
トル）

呆
寺
て
往
生
と
伝
え
、

り
収
後
の
本
願
寺
別
当
戦
の
譲
状
を
侍
者
に

11
述
し
て
認
め
さ
せ
造

（
庄
川
町
示
野
）

化
と
伝
う
。
歴
代
仕
腺
火
非
楊
は
、
井
妓
郊
外
万
領
並
ひ
に
ボ
ソ
ボ

ソ
野
で
あ
り
、

幽
柚
も
そ
こ
に
辻
て
ら
れ
て
い
た
。

（
一
七
五
四
）

旧
位
府
よ
り
移
動
さ
れ
な
が
ら
も
現
存
）
宝
暦
四
年
御
坊
境
内
に
移
し
た

（
一
七
七
五
）

が
、
安
永
四
年
＂
り
年
を
大
谷
に
移
し

、
幽
守
呼
ナ
を
建
て
杉
倅
sJ

＾
一
千
本

を
植
え
風
致
を
賂
え
た
。
文
化
介
中
新
明
凡
仙
卯
省
巡
に
よ
り
肋

を
改
築
、
今
に
伝
う
。
又
政
八

q
芯
充
守
帥
棠
新
染
祐
成
、
明
治
九

年
瑞
泉
寺
支
院
と
な
る
。

鶏
塚

・
風
穴

（四
、
五
基

井
波
町
指
定
天
然
記
念
物

（
七
一
七
）

たいちよ
う

養
老
元
年
越
前
泰
澄
加
賀
白
山
を
開
き
、
加
越
国
境
似
玉

111
に

惣
海
寺
を
建
立
、
さ
ら
に
八
乙
久

111
に
至
り
、
そ
の
麓
に
且
勧
sl
寸

を
建
立
し
た
と
仏
え
る
。
こ
の
寺
天
台
本
に
屈
し
、
栄
え
て
未
~
寸

の
時
に
あ
り
、
設
法
の
た
め
馳
せ
参
じ
た
門
徒
数
千
に
達
し
、
難

て
継
戦
、
祖
母
勝
如
尼
の
後
見
を
う
く
。
当
時
瑞
泉
寺
危
機
存
亡

瑞
呆
寺
三
代
蓮
乗
病
気
篭
居
、
四
代
蓮
欽
文
明
二
二
年
一
三
歳

一
晶
に
は
京
椛
往
迫
の
途
次
病
に
罹
り
、

井
波
町
指
定
史
跡
名
勝
昭
和
三

0
年
七
月

6

井
波
城
址

升
波
町
指
，
心
史
跡
名
勝
附
和
三

0
外
七
月

（
一
三
九
三
）

瑞
呆
寸
歴
代
刷
所
。
糾
如
上
人
は
明
他
四
年
四
月
二
四

11
、
瑞

厄
緑
壬
午
之
初
冬

7

人
谷
附
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頌
＞
約
塚

く
大
風
を
符
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
請
、
泰
澄
は
設
祠
を
建
て
風
神

(
―
ニ
ニ
四
）

を
封
じ
た
。
後
元
仁
元
年
福
光
城
主
石
黒
次
郎
止
観
寺
に
詣
で
、

風
神
堂
の
伝
説
を
疑
い
刀
を
以
て
そ
の
符
を
切
り
払
っ
た
。
そ
の

（―-―-九

0
)

後
再
び
大
風
吹
き
村
人
を
悩
ま
せ
た
。
明
徳
元
年
本
願
寺
五
代
北

陸
に
巡
錫
、
井
波
の
地
に
瑞
泉
寺
を
創
建
し
た
。
村
人
綽
如
の
法

話
に
帰
依
し
、
風
神
堂
の
由
来
を
語
り
再
建
を
乞
う
た
。
綽
如
そ

元
日
の
朝
忠
嗚
を
発
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
後
枇
糾
塚
と

（
一
六
八
爪
ー

一七

0
三）

唱
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
元
禄
11頃
瑞
泉
寺
ト
一
世
浪
化
卜
人
八

乙
女
山
に
登
り
、
こ
の
約
塚
を
衿
ね
「
約
塚
之
出
」
を
"11r
し
た
。

此
日
ハ
高
キ
に
登
る

11
也
と
二
、
三
子
を
誘
て
八
乙
女

111
に
の

ほ
り
、
か
つ
風
穴
に
い
た
る
、
そ
の
所
ハ
多
ク
の
坂
を
過
て
平
か

な
る
処
有
り
、
其
あ
た
り
｀
｀
、
な
小
笹
生
茂
り
て
迅
ハ
見
へ
ず
、

少
う
つ
閻
キ
所
有
、
そ
の
股
に
付
た
る
横
穴
な
り
、
日
は
方
に

し
て
少
長
、、
、
あ
り
、
う
ち
は
苔
む
し
て
岩
を
も
て
た
る
、`
、
た
る

＋
ペ

や
う
二
見
へ
侍
る
。
常
に
湿
気
を
ふ
く
め
り
、
又
約
塚
と
て
形

は

一
屯
塚
ほ
ど
に
し
て
こ

ッ
相
向
へ
り
、
所
の
者
．
ム
フ

（
こ
お
ろ
ぎ
）

約
塚
に
耳
あ
て
て
聞
く
い
と
ど
哉

今
の
堂
は
昭
和
三
四
年
ヒ
月
―

二

n打
志
の
寄
進
に
よ

っ
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

浪
化

J

の
堂
屠
市
に
よ
っ
て
焼
け
、
そ
の
後
の
丸
い
塚
二
つ
に
分
れ
、

の
願
を
い
れ
、
堂
を
建
て
三
部
経
を
納
め
て
風
神
を
鎖
め
た
。
後

11

後
化
固
天
麿
巌
翰

国
宝
指
定
昭
和
二
二
年
ヒ
月
四

H

早
々
如
此
御
庄
候
、
牧
童
ヘ

llf
然
御
紅
得
被
成

llf
被
下
候

v

>

 

IE月
三
11

は
せ
を

は
い
か
な
る
風
流
に
て
御
座
哉
、
此
方
年
々
れ
故
、
↓
ー
春
ハ
致

非
番
候
た
れ
、
せ
っ
く
も
の
も
無
御
座
、
是
ま
で
年
々
の
竹
折

――
 

さ
へ
心
中
く
や
し
き
市
に
謡
候
、買
様
集
之
れ
、
不
埓
成
様
に
お

芭
蕉
消
息
一

軸

井
波
町
指
定
文
化
財
昭
和
―
―

-0年
七
月

そ
の
伝
来
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
芭
蕉
真
臥
集
に

尚
l
¥‘風
雅
段
々
便
二
承
度
候

乙
州
、
上
津
之
節
、
御
細
翰
添
存
候
、
其
元
大
雪
之
由
、

計
ハ
此
力

1
晶
度
候
、
愈
御
無
事
に
御
勤
被
成
候
哉
、
拙
者
持

病
l
~

と
の
み
頻
し
か
め
た
る
計
二
御
座
候
、
其
元
、
歳
旦
寺

も
ひ
候
半
と
気
の
品
に
什
候
、
心
緒
句
空
倍
ま
て

111逹
候
間
、

御
内
談
IIj
被
成
候
、
何
と
そ
姪
春
之
初
御
上
京
候
へ
と
被
存

v

>

 

候
、
頃
日
寒
気
故
、
持
病
散
／
＼
神
以
気
分
瓜
く
御
座
候
而
、

10

糾
如
箪
勧
進
状

国
宝
指
定
明
治
一
壬一
年
四
）
、
戦
後
爪
疫
美
術
指
定

一
尺

所
収
。
こ
の
占
節
、
芭
蕉
よ
り
北
枝
宛
の
も
と
さ
れ
て
い
る
。

黒
髪
府
汁
物 ，
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